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本稿は、ナ ン ・リン著 『社会 関係資本:社 会構造 と行為 に関する理論』(2001,Cambridge

UniversityPress)か らそ の第11章 を紹介 す る。 この著書 は、M.グ ラ ノ ヴェ ッター編 の

「社会科学 にお け る構造分析」 シ リー ズの第19巻 に あた る。第11章 は 、制度 とネ ッ トワー ク

に着 目しつつ 、社会 的資源が どの ように資本 に転換 され、社会統合や社会変動を導 くのか に

焦 点が 当て られ てい る。

1.本 書 におけるパー トHの 位置づけ

著者 のナ ン ・リンは、社会 的ネ ッ トワー クについての実証研 究を進 めてお り 「社会関係資

本 」の第一 人者 の一人で ある。資本概念 については、 マル クスの資本概念 を継承 ・発展 させ

つ つ、近年 の社 会学 では、ベ ッカー によ り 「人的資本」(humancapital)が 、 ブルデ ュー

に より 「文化資本 」(socialcapital)が それ ぞれ精緻化 されて きてい る。社会関係 資本も同

様 にマル クスの資本概念 の影 響を受けつっ、社会的ネ ッ トワークや社会構造 に着 目 しっっ、

社 会関係 を通 して資源が どの ように資本に転換 されてい くかを分析 しよ うとしてい る。

この著書 『社会 関係資本』 パー ト1で は、資本 を 「収益を見込んで市場 へ資源 を投資す る

こと」 と定義 した うえで、行 為論 の立場か ら社会関係 資本 論の定義 が行 なわれ た。続 くパー

トHで は社 会関係資本理論 をい くつかの研 究領域 に拡 張 し、個 人 レベル の行為 か ら制度的 ・

構造的文脈へ と視点 が移 され る。(Pパ ー トHの 構成は以下の通 りであ る。

パー ト1概 念 の拡 大
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第8章 社会関係資本 と社会構造の出現:合 理的選択の理論

第9章 評判 と社会関係資本=社 会的交換を可能にす る合理的基盤

第10章 階梯構造における社会関係資本

第11章 制度 ・ネ ットワーク ・資本の構築:社 会変動

第12章 サイバーネ ットワークと地球村:社 会関係資本の隆盛

第8章 では個人が行 う選択行為から社会が構成 される理論的可能性が述べられ、第9章 で

はこの議論をさらにすすめ、社会関係資本を経済交換 と対比 させ ることによって、社会的交

換がいかに合理的に行われるものであるのかとい うことが示され る。第10章 では階層組織

とい う、より制約 された文脈ではどのように社会的選択が行われ るのかが論 じられ、第11

章では、社会関係資本理論を用いることによって、社会変動がどのように説明されるのかが

検討 される。第12章 では、社会関係資本は減少しつつあるとい う議論 に対する反論 として、

サイバーネ ットワーク社会(イ ンターネ ットなどを通 じた社会関係)が 取 り上げられる。事

例 として、1990年 代に中国で政治問題化 した法輪功組織が挙げられる。

2.本 書 における第11章 の 位置付け

選択行為や社会的交換 につ いての考察で ある第8章 、第9章 では、 ミクロ レヴェル に焦点

が 当て られて いる。 一方、行 為を制約 す る階層構 造につ いての考察 で ある第10章 で は、マ

ク ロレヴェル に焦 点が 当て られ ている。 これ らの章に続 く第11章 で は 、 ミ ドル レヴェル に

焦 点が当て られてお り、具体的には、制度 とネ ッ トワー クに関す る分析が行 なわれ る。

第11章 で の 問題意識 は、制度やネ ッ トワー クを通 じて社会 が どの よ うに維持 され てい る

のか、あるいはどの よ うに変換 され てい くのか とい うこ とである。本 章で は、分析概念 とし

て 「制度 的領域 」(institutional丘eld)や 「制度的資本」(institutionalcapita1)、 「制度化

す る組織 」(institutionalizingorganizations)、 「組 織 一社 会 の 同 型性 」(organization・

societyisomorphism)力 監提 示 され てい る。個人、ネ ッ トワー ク、組 織 の3者 が相 互作用 を

行 な う 「制度的領域」 が どの ように機能 してい るかを説明す るため に、 「制度化す る組織」

とい う概念 が援用 され る。 ここでい う 「制度化す る組織」 とは具体 的には学校や刑務所 、精

神病院等 を指 してお り、個人 に 「制度 的資本」を与 え、組織 に加入 させ る役割 を果 た してい

る とされ る。 「制 度的資本Jと は、 「普及 してい る制度 」(prevailinginstitutions)を 支 え

る、 あるいは 「代 替的制度 」(alternativeinstitution)を 支 える資本 の こ とであ る。 本 章

の意義 は、社会統合 と社会変動のプロセ スを、個人 、組織 、ネ ッ トワー クの関係性 の中で捉

え直 し、かっそれぞれの間 をつな ぐ諸資源 ・諸資本 を明示 した点 にあ る。特 に 「制度化す る

組織」 とい う概念 は学校等の教育組織 を含 んでお り、教育社会学 に対 して 、社会統合論 およ

び社 会変動論 の視 点か ら有効 な分析枠組み を提示 して いる。 以 下はSocialCapital第11章

の 要約 である。
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3.制 度 ・ネ ッ トワー ク ・資本の構築:社 会変動

3-1問 題の所在

本章では、2つ のミドル レヴェルの構造、つまり制度とネットワークに焦点が当てられて

お り、両者が社会の基盤を構成 していることが論じられている。その理論枠組みでは、制度

とネッ トワークを2つ の主な社会的力(socialforces)と みな してお り、その力によって、

行為者と階層構造 との間の相互作用や資本の流れが導かれるとい う。制度およびネットワー

クに関する分析視角は、経済的力とともに社会的力が相互作用や取 り引きをどのように説明

するか、を分析するための方法を明確に提示 しているとし、双方の先行研究を整理している。

まずネッ トワーク分析に関 しては、ミクロとマクロの過程を記述する際に多くの研究者に

よって用いられている分析手法であ り、彼等にとって、社会的資源や社会関係資本は社会学

的説明のための中核部分を構成 していた、とまとめている。ここでい うネッ トワークとは、

階層組織間だけでなく個々の行為者間での相互関係も含んでいる。そのため取 り引きや交換

は、組織間だけでなく行為者の間でも行なわれるのである。一方、制度的分析における主な

前提は、制度は行為者の振る舞いや組織に影響を及ぼし、規定 しさえするとい う。ここでの

問いは、個々の行為者や組織を制度的な儀礼や行為へ と従わせる社会的メカニズムは何かと

いうことである。

リンによると、議論の空白は、制度とネットワークがどのように関係 しているかというこ

とである。一つの明らかな回答は、ネットワークが構造に首尾一貫性を付与 しながら、制度

を補強 していることであるという。 リンはさらに問いを進める。それでは、社会運動は、普

及 している制度を転換するために資源を流通させている行為者の集まりであるが、この社会

運動をどのように説明するのだろうか、と。 より問いを特定化すれば、どのように社会関係

資本が手段的行為にとって有用であるか記述できるだろうか、と。 ここでいう手段的行為と

は、普及 している制度やなんらかの組織内部で利益を導き、さらにはほかの状況下で制度的

転換のための道具となるものを指 している。

この章では、制度 とネ ットワークを社会の基礎構造と見なしてお り、両者を社会において

行為者や組織をつなぎ、保持する、非常に重要な社会的力であるとしている。 リンは制度と

ネットワークについて次のように定義 している。制度は、行為と相互作用にとって組織化さ

れた原則を提供 してお り、重要な点はそれ らが個人的かつ集合的なアイデンティティを支え

ることである。一方ネ ットワークは、組織以上に、相互作用のコス トを減らすための柔軟性

を高める役割を果たしている。ネ ットワークは、社会において常に存在するギャップを埋め、

結合させる役割も果たしている。重要なことは、そのネ ットワークが、制度的転換を可能に

する媒体となる点である。

以下で リンは、どのように制度とネットワークが相互に作用するのかについて記述してい

る。特に、1、 どのように制度が組織化され、社会のほかの主な構成要素である、制度化す

る組織や社会 ・経済的組織や社会的ネッ トワークと相互作用するのか、2、 どのようにこれ

らの構成要素の中で制度が資本の流れを容易にするか、を示している。後半の節では、制度
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的転換における社会的ネッ トワークの重要性が焦点 となっている。

3-2.制 度的領域と組織一社会の同型性

まず リンは 「制度」(institutions)に ついて、相互作用を統御する原則であり、フォーマ

ルなものであろうがインフォーマルなものであろうが、社会におけるゲームのルールである

と定義 している。

「制度的領域」については、リンは次のように定義する。組織や個人が自らを同じ一連の

制度に合わせざるをえないとき、それらを制度的領域とい う。制度的領域内では、個人、ネッ

トワーク、組織を問わず行為者は、儀礼や行為を理解 し、共有 してお り、社会的制度によっ

て規定されるように制約に理解を示す。こうして制度的領域では、行為者間の行為や相互作

用におけるコス トが減ることになる。

「制度的同型性」については次のように説明している。ある制度的領域において、組織が

維持されるか否かは、それらの経済的かつ社会的成功にかかっている。ある組織化 された領

域に属 している組織は、共通の企画における相互作用、情報、参加への自覚、といった共有

度が高まるとい う点で、制度的に同型性になる。以下では、制度的領域における個人、ネッ

トワーク、組織間の関係について分析が行なわれる。

諸組織がある制度的領域に属していると見なされるのは、それ らが制度のある一連の規則

に自覚的で、受け入れている時である。それらの内的構造 と行為のパターンを調整するため

に、組織は、同じ制度によって規定されたほかの組織と相互作用を行なうことで、取り引き

のコス トを減らす。したがって、組織一社会の制度的同型性は、組織的同型性にとって必須

な条件である。この規則から推論できる一つの仮定は、制度上の課題を遂行できる、ある組

織の能力と社会におけるその組織の階層的地位の間には、相関があることである。同様 に、

規定された社会的ネ ットワークの大半は、組織 と同型性であることも想定できよう。「組織一

ネ ットワークの制度的同型性」(organization-networkinstitutionalisomorphism)は 、

ゲームの規則とネ ットワーク間のある資源(イ デオロギー)に 割 り当てられた価値とが重なっ

ていることを反映 している。制度的領域は組織、ネ ットワーク、個人の3者 が、ゲームのルー

ルと資源の価値に関して同時性をもっている場として描かれる。図1は 制度的領域を表 した

ものである。
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3・3.資本の流れ

本節では、制度的領域を移動する資本、特に人的資本と制度的資本について、両者を対比

させながら説明 している。その内容を見ていこう。

組織一ネッ トワークー社会の同型性が避けられなく、階層化 したシステムにおいて、より

良い地位へ就く動機があるならば、組織は、制度的なものであろうが技術的なものであろう

が、取 り引きのために有益な財(goods)を 獲得し、保持するだろ う。労働市場における財

の取り引きについてさらに議論する前に、制度的領域に流れ込んでくる財の性質について探

究することは重要である。

先述 したように、財は物質的なものでもシンボル的なものでもある。ある財が目的的行為

のために、意図的に動員 されたとき、その財は資本となる。資本とは、収益を見込んで資源

を投資することである。 したがって資本は、組織の要請に合 うように行為者が調整 したもの

である。収益 として、行為者は、社会的資源(評 判)、経済的資源(富)、 あるいは政治的資

源(権 力)を 得るだろ う。社会や制度的領域において、行為者である組織が生き残 り、繁栄

するように、そのような資本は収益を産み出す。個々の行為者にとって、労働市場で取 り引

きされるもの、それが資本である。

「人的資本」と 「制度的資本」とい う2つ のタイプの資本が、労働市場における個人と組

織間の取り引きを優位にする。ここでいう人的資本とは、技術的知識や技能を表 してお り、

市場において、成功を求め競争する際に、組織によって必要とされる資本のことである。一

方、制度的資本は、制度的領域における規則についての文化的 ・社会的知識や技能を表す資

本である。組織は、統制者 としての役割を遂行する上で、そのような知識や技能を持つ行為

者を必要としている。制度的資本は、一般に文化資本や社会関係資本 として記述 されるもの

の要素を含んでいる。文化資本は、支配的な制度的領域によって認可された、価値や規則、

規範を含んでいる。社会関係資本は、社会的関係の範囲を反映しており、この範囲内で、資

源を制度的領域において価値ある富や権力や名声等の資源を保持 ・獲得するために使 うこと

ができるのである。文化資本および社会関係資本を所有 している個々の行為者は、制度的領

域において、組織か らの課題をこなせるだけの能力をもった労働者である。 したがって、組

織は労働市場において、そのような志願者を探すことになる。

人的資本は試験によって証明できるが、制度的資本の証明はさらに複雑である。これまで、

制度的資本を測定する様々な方法が考案されてきた。例えば歴史上中国では、毛沢東の思想

や儒教が試験に登場 した。これらの証明が行為者の知識や普及 している制度への共感を反映

していたのである。また、異なる制度的領域ではその証明も異なるだろう。現代の中国でさ

えこれ らの証明書には、共産党の党員であるか、国有の労働組織へ加入 しているか等の項目

はあるが、教会や寺院、社会的、専門的な協会の構成員であるかという項 目は含まれていな

い。状況を複雑にしているのは、多くの社会が制度的資本と人的資本の証明に、同じ証明書

を用いていることである。 リンは以下で、どのように資源が資本に動員 され、資本が証明さ

れ るのかとい う問題に戻っている。
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3-4.制 度化する組織と社会的ネットワーク

本節では、資源を資本に転換する2っ のプロセスについて説明が行なわれる。一つは制度

化する組織による転換であり、もう一っは社会的ネ ットワークによる転換である。以下は本

節の要約である。

人的資本 と制度的資本、双方の資本を獲得する過程は、資源の世代間の移動から始まる。

その過程には社会化や、家族の社会的ネッ トワークを通 したものや、学校等親が子 どもにさ

らなる資源を得る機会を与えるものがある。

特別に譲渡 された資源を身につけると、個々の行為者は、そのような資源を動員 し、それ

らを資本に転換する必要がある。そして適切に投資し、ある組織への加入を通 じて収益を得

る。資源を資本に転換させるには、二っの方法が有効である。一っ目は制度化する組織によ

る方法、もう一つは社会的ネ ットワークに埋め込まれた資源を使 う方法である。以下の議論

では、主に資源を制度的資本へと流通させる過程に焦点を当てるが、同様の過程は人的資本

にもあてはまる。

「制度化する組織」とはある特定の組織の形であり、その目的は行為者に対 して、普及 し

ている制度に関係する、儀礼や行為を行 う時に必要な価値観や技能を教え込むことである。

制度化する組織がほかの組織 と異なるのは、行為者を変容 させるが行為者はそこにとどまら

ず、他の組織に移動する点である。 こうした組織を通 じての教育やその結果得 られる証明書

は、人的資本と制度的資本の双方を獲得 したことを表 している。社会と普及 している組織は、

規則や儀礼、制御 された行為を強化するために、例えば刑務所といった制度化する組織を用

いることもある。個々の行為者は、これ らの過程を通 じて、制度的資本についての証書や証

明書を獲得することが許 されるのである。

社会的ネットワークは、資源を資本に転換するほかの方法を用意 している。社会的結びつ

きやネッ トワーキングを通じて、直接的あるいは間接的な結びつきによる資源に接近するこ

とで、行為者はさらなる資源を獲得する。制度化の過程において共有 され る経験によって、

例えば同窓会等の多くのネットワークが形成 される。 しか しなが ら、ネッ トワークはほかの

共有された関心や経験に基づいても形成 される。インフォーマルかつ間接的な結びつきを通

じて、緩やかなネットワークが、行為者の直接的な社会的サークルを超えた範囲にまで広が

ることがある。

職探 しのような目的的行為をこなすために、ある行為者が特定の結びっきの連鎖を用いる

とき、これらの社会的に埋め込まれた資源は、社会関係資本に転換 され うる。加入 しつつあ

る行為者に関して、彼らは制度的に価値があるとい う理解があるため、流通 した資源は有益

であると考えられる。したがって、加入 しっっある行為者に代わ り、これ らの結びつきか ら

提供される証拠が、彼(女)の 人的資本の標的となっている組織に対 して、さらに請け合 う

ことになる。さらに重要なことは、これらの証拠は加入 しよ うとしている行為者が、制度的

知識 と技術(例 えば社会的スキルや協調心、忠誠心等の 「適切な」振る舞い)を 持っている

ことを保証 しているのである。これ らの証拠の影響力によって、ある組織への加入が実現す

るのである。結果的に行為者への社会経済的収益 となるので、これは投資である。
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さらに、制度化す る組織や社会的ネットワークが資源を資本に変容させる間に、多くの組

織自体が、 さらなる技術的 ・制度的技能へのアクセスを提供するので、その結果、選ばれた

労働者はさらなる資本を得ることができる。豊かな資源をもっ組織への加入それ自体が、制

度的資本をあらわしている。 とい うのも、それが組織の内部 ・外部での行為者へのさらなる

収益を生み出すからである。制度的領域において、組織が、ほかの組織との交換に成功する

につれて、行為者は組織の内部でさらなる制度的技能を学ぶ機会を持っことになる。 こうし

た交換に参加することでえられる経験は、制度的な技能訓練の一部である。行為者が組織内

部で権威のある地位 を獲得するにつれて、さらに制度的資本がえられる。こうして、制度上

の職務を達成できるだけの技能や知識に関する地位やシンボルが与えられる。組織の外部で

は、豊かな資源をもつ組織への加入は、行為者がもつ制度的領域での交換において重要な資

本への接近ばかりでなく、行為者自らの制度的技能も表 している。

以上の議論は、制度化する組織や社会的ネッ トワークという社会の基礎構造が、ほかの社

会的経済的組織 とどのように作用 しあい、互いに維持 しあっているのかにっいて、っまり安

定的で機能 している制度的領域に焦点が当てられてきた。図2は 、機能 している制度的領域

を示 している。

3-5.制 度的転換のための媒介としてのネッ トワーク

本節ではネッ トワークを通 じた制度的転換が焦点となっている。以下は本節の要約である。

代替的な制度の出現 と同様に、普及 した制度への異議申し立てをする、潜在的な供給源や

過程が、社会の構成要素には埋め込まれている。組織あるいは個々の行為者さえもが転換を

引き起 こす可能性がある。たとえば、代替的な組織と同形の組織、つまり外部の制度的領域

が存続 し、現存 している普及 した制度に取って代わ り、それに組み込まれる結果 となるかも

しれないのである。

より興味深 く、強力な固有の転換過程として、社会的ネットワークから始めよう。多数の

行為者が代替的な役割や価値を共有 し、接触 し始めた時、ネットワークは、結束を通じて彼

等の共有 された関心を維持する。例えば、人的あるいは制度的資本を獲得する機会が奪われ
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ている行為者は、ネ ットワークを作り、集合的アイデンティティを産み出すであろう。その

ような欠損(感)が 、ジェンダーや人種、宗教、階級に基づくものであろうとも、ネッ トワー

ク作 りは、共同の意識を高める上での最初の重要なステップである。ネットワークが広が り、

参加する行為者の数が増えるに連れて、社会関係資本の蓄えが増えるのである。共有 された

資源が増えるに連れて、ある社会運動の可能性が増え、普及 している制度を変換 しうる過程

が生まれる。

社会運動による制度的転換を産み出す直接的な方法は、運動から直接的に反乱や革命を起

こす ことである。 しかしながらほとんどの場合、目標は普及している制度を打破することで

はなく、代替的制度を産み出すことである。社会運動は、共有された資源を資本や生みださ

れる収益にかえることで維持 される。つまり運動は、代替的な価値を伝達 し、新たな構成員

が教化 され、運動そのものの制度化する組織を発達させていくのである。 さらに、そのよう

な資本を持つ行為者を採用 し保持するために、組織を設立し、維持 しなければならない。 こ

れ らの過程を通 じて、運動は自らを保持しながら、存在する制度を変革することができる。

現存するものでも代替的なものでも、制度的組織によって代替的プログラムの立ち上げや

維持が行なわれることは、行為者にとって、代替的な資本を産み出すことにつながるかもし

れない。代替的な制度的資本を身にっけた行為者の数が増えるに連れて、ネ ットワークを通

じて貯 えられた社会関係資本 も増えると同時に、他の組織 も代替的制度を考慮する必要性を

認識す る可能性 も増える。 この認識は、代替的制度によって要請された仕事を遂行するため

に、知識 と技術を持った労働者を採用 し保持する必要性を うみだす。こうしてますます代替

的な制度的資本は、労働市場において資本としての正統性をおび、代替的制度が普及 してい

る制度に吸収 される見込みは増えていく。

以上説明されてきた制度的転換の2つ の代替的ルー トは図3の ように示 され る。

図3制 度的転換の過程

以下の議論では、米国における女性学の台頭が取 り上げられてお り、利害関係のある行為

者間のネットワークを、現存する制度的組織に浸透させることに成功 した例 として示されて

いる。また、中国における共産党革命の成功を取り上げ、代替的な制度的組織の創 出が例示

されている。

3・6.内部からの変容:米 国における女性学

本節で リンは、現存する制度的組織に新たな組織を浸透させた例 として、米国における女

性学を取 り上げている。以下はその要約である。

1970年 代、80年 代の米国における女性学のプログラムの増加は、数年で、新たな制度を
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存在する制度化する組織(こ こでは大学を指している)に 浸透 させることに成功した、驚く

べき例である。このプロセスは1960年 代にまでさかのぼることができるが、当時の公民権

運動が、女性の解放運動に火 をつけたのである。1965年 には女性をテーマに取上げたコー

スが、いくつかのキャンパスで行なわれ始めた。しか し10年以内に女性学において200以 上

のプログラムが存在 し、1500の 異なる機関で6500人 もの教員によって、約1万 コースが開

始されていった。女性学のプログラムを急速に成長させた要因として、以下の4つ を挙げる

ことができる。

1、 女性学コースのシラバスを創る努力とその共有

2、 情報を交換 し、制度化のプロセスを補強するための女性学関連学部や生徒による専

門 ミーティングの活用

3、 生徒やプログラム、セ ンターを維持するための財団か らの資金援助

4、 多 くの女性学関連学部やプログラムで採用されたネ ットワークアプローチが効果

的であったこと

3-7.代 替的制度の創出:中 国における共産党革命

本節では、リンは代替的制度が普及 した制度を転換 させた例 として、中国における共産党

革命を挙げている。以下はその要約である。

中国共産党が運動の規模を拡大するのに役立ったのは、現存する制度への浸透 という戦略

ではなく、代替的な制度化する組織を創出するという戦略であった。共産主義者の教育シス

テムによる革命的な制度的変換を説明するうえで、新たな教育制度を設立するための毛沢東

の個人的努力は無視できない。毛沢東は1917年 以降、共産主義者を育成す るための教育機

関で中心的な役割を果た しつづけた。

1934年 の共産党の北伐以降、毛の最初の重要な仕事は、共産主義者の政治的、軍事的幹

部をすみやかに養成する学校システムを作ることだった。国民党は 日本人との戦闘過程で、

日本人に対する統一戦線をはることについて、中国共産党との和解にたどりついた。毛たち

は、空席になった軍事的幹部の地位を埋めるために、中国共産党のために多くのより階層化

された制度を組織 した。その中には、反 日戦線のための様々な学校が含まれていた。表面上

この教育内容は、日本人への抵抗において、中国共産党が国民党 と提携する姿勢をとってい

ると思われた。 しかし実際には、これ らの教育機関は、中国共産党 と共闘しようとする全て

の者に解放されていた。 この戦略は、効率的に国民党の結束を崩 していった。反 日と統一戦

線の名のもとに、中国共産党は中国全土から若者を自らの学校に入れ、中国共産党の学校は

多数の革命幹部を訓練した。第2次 世界大戦終結までに、共産主義者は彼 ら自身の制度化す

る組織を作 り出し、効率的に多数の抵抗的幹部を産み出した。彼等は軍人、農民、知識人や

都市の下層民を組織化するうえで中枢を担っていった。約4年 間において、延安や租界にお

ける制度化する組織は、国民党の敗北に影響を与えた。
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3-8.ま とめ

この第11章 では、制度とネ ソトワークが社会の2つ の基本的な構成要素として考えられ

ており、これらは、社会における資本の流れに関する基本的な規則を提供 していると見なさ

れている。 リンによると、その枠組みと構成要素によって、いくつかの存在するあるいは潜

在する理論(仮 説)を 統合することができるとい う。図2を 見ればわか りやすいが、リンは

次のように各資本論の統合可能性について示唆 している。例えば人的資本論と制度的資本論

は、制度化する組織を通 じて、行為者を組織へとつなぐ過程 と考えられる。また、社会関係

資本論は、社会的ネットワークを通じて、行為者を組織へとつなぐ過程と捉えられ る。 さら

に、資源動員論等の社会運動は、社会的ネ ットワークを通 じて、行為者を制度化する組織や

組織お よび制度それ 自体へ とつなぐ過程 として描かれ うる。

この概念的理論体系の最終的な貢献は、2っ の主な社会的力である制度 とネッ トワークが、

どのように経済的行為等の市場における行為 と相互作用の基礎を提供するかを明確にす るこ

とにあるという。 この2つ の社会的力は、相互作用のコス トが否定しがたく存在 し不均衡な

ときでさえ、なぜ社会が維持 されるのか、を説明する一助 となる、と述べられている。つま

り、ミクロな相互作用の分析において、制度 とネッ トワークに焦点を当てることの重要性を

強調 しているのである。また、制度化する組織と社会的ネッ トワークとい う媒介を通 じて、

ある制度的領域における同じ規則を共有しているので、組織 と個々の行為者は調整 し相互作

用を行なえると述べている。っま りマクロな社会統合や社会変動を分析す る際にも、制度 と

ネ ットワークを見ていくことの意義を主張 しているのである。

以上が第11章 の要約である。

4.考 察

本章は、社会変動、特に制度的転換の過程について考察する際に、「制度化する組織」と

いう有効な分析概念を与えてくれている。例えば、現代の 日本社会におけるフリースクール

とい う 「制度化する組織」の存在を考えてみよう。

教育行政の側は、不登校の生徒がフリースクールに通 うことを認めつつある一方で、フリー

スクールの存在を正規の教育制度として認可しようとは していない。 フリースクールの側で

は、不登校の生徒の増加 と共にフリースクールも拡大の一途をたどってお り、特に受験生人

口の減少に悩む予備校において、不登校の生徒を対象とした大検対策の授業が盛んに行なわ

れている。 ここから、現在フリースクールは本章でい うところの 「現存する制度への浸透」

とい う戦略を試みている段階にあるといえよう。

しかしその一方で、カリキュラムを生徒が自由に選択できる総合制高等学校が増加 しっつ

あり、フリースクールの 「魅力」であった生徒の自主性の尊重を、高校、特に生徒数の減少

に悩む高校は制度化 しつつある。っまりフリースクールは 「現存する制度への浸透」を行な

う過程で、現存する制度の変革を行なう結果となっているのである。 フリースクールは 「現

存する制度への浸透」を続けていくのだろ うか、それとも 「代替的制度の構築」を行な うこ
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とになるのだろうか。事例を詳細に見つつ、フリースクールとい う制度的転換が 「現存する

制度への浸透」を続けるプロセスや、あるいは 「代替的制度の構築」へと至るならばその経

緯を分析 してい く必要がある。

本章の 目的はあくまで理論的枠組みの提示であり、米国における女性学の台頭や共産党革

命とい う事例は、理論の説得力を持たせるために2類 型としてわか りやす く示された観は否

めない。制度的転換がなぜ 「現存する制度への浸透」を続 けていったのか、あるいはなぜ

「代替的制度の構築」へと至ったのか、その両者の構造的差異は何か、 といった問題関心に

基づきつつ、事例を検討する必要がある。教育制度への問い直 しとなるフリースクールや保

育制度への問い直しとなる無認可保育園や育児支援ネッ トワーク等の実例の分析から、制度

的転換のプロセスを跡づけつっ、この理論の有効性および限界を確かめることがリンから我々

に与えられた課題であろ う。

注

(1)パ ー ト1の 詳しい内容については同紀要掲載の石井による書評を参照されたい。
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